
（別紙３）

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 22名 （回答者数）
14名

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 4名 （回答者数）
4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

どうしても、課題が解決できない際は自立支援協議会を通じ

てスーパーバイズを受けてまいりたいと思っております。

2

自立訓練に関しましては、今後お仕事体験の協力企業様を増

やしていき、より未来の選択肢が増やしていけるように努力

したいとおもっております。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

田上児童館等で交流できないか、訪問して検討してもらいま

す。

2

今後は祝日等に家族様も参加できるプログラムを計画して参

加型のプログラムを計画してまいります。

3

本人様の特徴を読み解くために、十分なアセスメントや職員会

議を行い、本人様に寄り添って何に一番困っているかを知り、

課題や困りごとを解決できるように務めています。

毎日の振り返りの際に気になるポイントを全職員で話し合い、

課題整理を行ったり、時間をとって課題解決に向けた会議を

行っています。また、当事業所だけでなく事例検討会として他

事業所様とも意見を交換しています。

利用者様のやりたいことをなるべく実現できるように、寄り添

いながら実現できる機会や環境を整えております。

利用者様からの要望を聴いて実現できそうなことに関しては、

どうやったら行えるか、どのくらい時間がいるのか等を職員会

議にて協議して実現できる手配を行っています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域への交流が行えていないこと。 地域交流に関して近くに地域交流できる場所の確保が難しく、

なかなか交流できる機会がもてません。

家族会などの他家族との交流ができていない。 職員確保が難しく、どうしても休日（土曜日、日曜日）の出勤

が難しいので、実現不足になっています。

2025年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月　2日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービスセンターこころねくろづ

○保護者評価実施期間
2025年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


